
○ 心身故障職員に係る分限取扱フロー

① 対象職員（下記のいずれか）

ア ３年間の病気休職期間（通算された休職期間を含む。）満了時において、心身の
故障の回復が不十分で、今後も職務を遂行することが困難であると見込まれる職員

イ 病気休職中であって、今後も職務を遂行することが可能となる見込みがない職員

【２年６月経過時（①イに該当する場合は随時）】

② 傷病審査委員会における予備審査
→ 職場復帰の可能性について医学的見地から検討

≪傷病審査委員会委員≫
健康管理医、財務福利課長、精神保健福祉センター所長、民間病院医師

※ 主治医の診断書の提示（受診料は県負担）
※ 所属長等及び復職コーディネーターは復職（支援）時の状況等について説明 再

【２年１０月経過時】 発

③ 傷病審査委員会における本審査
→ 出席者及び審査内容は予備審査と同じ

審査結果

【２年１１月経過時】

④ 教育政策課長が指定する医師２名による診断

・主治医、当該職員の所属を所管する健康管理医

※ 傷病審査委員会の審査結果を踏まえ、本人を診断（受診料は県負担）

● 医師２名のいずれも長期の療養又は ○ 医師２名のうちいずれかが職務復帰
職務遂行困難との判断 可能との判断

円滑な職場復帰に向けた措置
→職場復帰

【２年１１月経過時】

⑤ 職員審査委員会による審査

≪職員審査委員会委員≫
教育長、副教育長、教育次長、教育政策課長

※ 医師２名の診断結果のほか、傷病審査委員会における審査結果や主治医の診断
所属長からの報告等を踏まえて、対象職員の措置について審査

【３年経過時】

⑥ 分限免職（教育委員会付議） ⑥ 職場復帰（降任又は措置なし）


